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バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
全
国
大
会
へ

福
生
市
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
協
会
会
長
の
本
罪
悪
さ
ん
(
5
2
、
同
市
福

生
)
は
こ
の
ほ
ど
∵
「
第
3
 
8
固
釜
田
幕
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

塞
京
都
出
場
者
選
考
大
会
」
の
女
子
爽
ブ
ル
ス
の
部
で
優
勝
。
4
月
3

「
日
(
金
)
に
調
布
市
の
武
蔵
野
の
森
懸
命
ス
ポ
宜
ツ
プ
ラ
ザ
で
開
か
れ

離
縛
粥
醍
醐
醗

バ
ウ
ン
ド
)
す
ニ
ス
は
、

狭
い
場
所
で
も
手
軽
に
で

案
さ
れ
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

の
6
分
の
1
の
面
積
で
才
、

レ
ー
で
き
る
た
め
、
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
幅
広
い

年
代
の
競
技
著
が
い
る
『

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
を
約

代
後
半
か
ら
始
め
た
本
井

さ
ん
。
軟
式
テ
ニ
ス
経
験

者
で
、
子
ど
も
の
保
護
者

っ
な
が
り
で
教
室
を
訪
れ

な
の
が
始
ま
り
。
-

は
コ
ー
ト
が
テ
ニ
ス
に
比

べ
狭
く
声
惑
口
た
が
、
上

手
く
怒
り
た
い
と
思
い
輝

は
て
き
壁
と
笑
顔
。
最

初
は
健
康
の
た
め
だ
っ
た

が
、
次
第
に
打
ち
合
い
や

ラ
リ
ー
の
気
持
ち
良
さ
な

か
っ
壁
と
本
井
さ
ん
。

現
時
協
会
で
は
ジ
ュ

エ
ア
選
手
の
育
成
も
し
て

お
り
、
忍
が
選
手
と
-
し

て
愛
は
継
い
で
き
た
も
の

を
、
下
の
子
た
ち
に
引
き

継
ぎ
だ
い
。
バ
ウ
ン
ド
テ

ど
に
夢
中
に
な
っ
た
。

選
手
権
大
会
に
初
出
場

し
た
の
は
2
0
1
5
年
。

全
国
ベ
ス
ト
8
に
輝
き
、

電
年
は
全
国
準
優
勝
と
活

躍
。
カ
テ
ゴ
リ
ー
も
1
6
歳

以
上
の
部
の
稚
め
、
時
に

高
校
生
や
大
学
生
と
対
戦

す
る
療
ど
、
年
齢
に
負
け

な
い
技
術
の
高
さ
が
求
め

ら
れ
る
。

普
段
は
家
事
代
行
サ
ー

ビ
ス
の
仕
事
を
し
な
が

ら
、
週
2
回
の
練
習
に
励

む
の
　
露
ば
て
来
ら
れ
だ

の
は
、
選
手
権
に
出
た
い

思
い
と
、
地
方
に
遠
征
し
、

た
く
さ
ん
の
仲
間
に
出
会

え
花
の
も
大
き
い
。
私
よ

り
年
齢
の
高
い
人
だ
ち
か

ら
た
く
さ
ん
ア
斡
バ
イ
ス

て
い
ま
す
」
と
ほ
ほ
笑
む
。

今
大
会
は
堅
剛
と
は
運

う
ペ
ア
で
の
初
戦
。
大
会

に
向
け
二
緊
張
し
な
い
よ

う
心
欝
、
い
い
成
績
が

収
め
ら
れ
れ
ば
い
い
。
上

を
目
指
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
き
た
い
」
と
、
笑

顔
で
決
意
を
請
っ
た
。

同
協
会
で
は
会
員
を
募

集
中
。
練
習
は
毎
週
水
曜
、

日
曜
日
の
年
後
7
時
細
分

か
ら
、
同
市
立
第
一
百
体

育
館
。
見
学
自
由
。

真
夜
中
の
川
で

ふ
ん
ど
し
姿
の
男
た
ち

が
真
夜
中
に
川
で
み
そ
ぎ

を
し
、
火
打
ち
石
で
火
を

お
こ
し
て
米
を
炊
く
伝
統

の
「
御
飼
(
お
と
う
)
神

童
が
1
日
~
2
日
、
檜

原
村
本
宿
の
春
田
神
社
で

行
わ
れ
た
。
「
御
当
番
」

を
務
め
た
男
性
た
ち
が
2

日
深
夜
、
秋
川
に
入
っ
て

鼻
を
薄
め
た
唖
渡
辺
勝
也

撮
影
。
′
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